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はじめに

文部科学省の「教育職員に係る懲戒処分等の

状況について」によると，教師の在職者に占め

る精神性疾患を理由とした休職者の人数と割合

は，１９９３年から２００５年までの間に約４倍へと増

加した。バーンアウト症候や「心の病気」によ

る休職や退職，過労による現職死亡といった事

例が，教師の多忙を示す典型的な現象として指

摘されている１）。

教師の多忙が注目される背景には，１９８９年に

学習指導要領が改訂されて以降の教育改革によ

って，学校現場の教育活動が変容してきたこと

がある。１９９２年に月１度の土曜休業が導入さ

れ，９５年には月２度に，２００２年には完全週五日

制が実施されるようになった。さらに，１９９２年

からは生活科の実施にみられるように体験学習

が導入され，小・中学校では２００２年から，高校
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教師の多忙と多忙感
─公立高等学校教師の教育活動に関する

聞き取り調査にもとづいて─

布川 淑＊

本稿の目的は，公立高校教師にたいする聞き取り調査にもとづいて，多忙をもたらす教育活動の実
態を分析し，教師がどのように教育活動を継続しているのかを明らかにすることにある。教師の多忙
は，過労死やバーンアウト，精神性疾患等を引き起こすほどの問題と指摘されるようになっている。
学校教師の実労働は長時間であり，さまざまな教育活動を連続して行うことによる過密が生じてい
る。調査結果からは，長時間過密の勤務状況と増大する教育活動を反映した多忙感が教師に実感され
ている一方で，教科指導と校務分掌の忙しさをもたらす学校改革・特色づくりへの取り組みが，教師
にやりがいを実感させていることが明らかになった。すなわち，学内の生徒指導上の問題に対応する
ための学校改革が，教師同士の連携にもとづいたやりがいのある教育活動として実践されるようにな
っている点が，今日の多忙実態の特徴といえる。
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では０３年から総合的な学習の時間が創設されて

いる。ゆとり教育を路線とする教育改革は，週

五日制と総合学習の実施のなかで「確かな学

力」と「生きる力」の育成を目指すものである

が，高校改革においては，学校の多様化を合わ

せて進行するものとなっている。臨時教育審議

会によって学校の個性化が目指された後，生徒

数の減少を契機に，１９９０年代後半より適正配置

計画の実施と学校の特色づくりとして全国的に

取り組みが進められるようになっているのが，

高校の多様化である２）。

一連の改革は，教師が多忙であったとして

も，教師の教育活動が継続されることを前提に

推進されている。すなわち，教育改革と教師の

多忙との関係の意味するところは，現在の教育

改革が推進される際に，現場教師の教育活動の

多忙を前提として改革が取り組まれなければな

らないということにある。本稿は，教育改革と

教師の多忙とのこうした関係を念頭に，多忙で

あっても教育活動を日々つづける教師の実態を

考察することを目的としている。

とはいえ，教師の多忙については，何を指標

にその実態を把握すればよいのかが確定してい

るわけではない３）。そこで本稿では，教師の多

忙にたいする視角を次の点に置き，実態把握を

試みたい。第一に，多忙が学校現場の教育実践

過程において発生している問題であることか

ら，勤務状況をひとつの指標として多忙実態が

把握される必要があると考えている。第二に，

多忙感は，一面では忙しい勤務状況を反映した

意識であるが，他面においては，教育活動の担

い手である教師の実践的な意識であることか

ら，教師が教育活動をどのように行っているの

かということを含めて多忙実態を把握する。教

師が多忙感を表明することを通じて洞察してい

る教育活動の実態に着目することで，教師が多

忙をどのようにとらえ対処しているのか明らか

にする。第三に，どのような教育活動がなぜ忙

しくなっているのかという点に着目し，教育活

動の具体的内容から多忙の実態を把握しようと

考えている。これらの視角から，教師が直面し

ている多忙を総合してとらえることにより，

日々の教育活動を教師がどのように継続してい

るのか明らかにすることができるだろう。

戦後日本の教師に一貫して確認されるといわ

れる多忙問題の今日的特徴を把握するための素

材は，大阪府立高等学校の教師にたいする聞き

取り調査にもとづいている４）。２００３年１１月初旬

から１２月初旬の１ヶ月間に，全日制普通科高校

と普通科を新たな学科に改編した７校で，１５名

の教師から聞き取りを行った。

１．教師の長時間過密労働の実態

教師の教育活動の実態はどのようなものか。

ここでは，聞き取り調査の対象となった教師の

勤務状況をみていく（表１を参照）。

平日の在校時間は最短でおよそ９時間であ

り，たいていの教師は８時間４５分以上を勤務し

ている５）。毎日を平均１０時間以上に渡って在校

する教師が半数を占め，１１時間以上を在校する

教師は３名である６）。休憩・休息時間は，規定

によると１時間１５分が確保されることになって

いるが，その取得に関して「ある」は７名，「な

し」が８名であった。１５名のうち，規定の休

憩・休息時間を取得している教師は皆無であ

る７）。すなわち，「ある」との回答は，「休む時

間はある」との意味と解される。「なし」との

回答に関しては，「１５分程度の昼食時間はあ

る」，または「お茶を飲む時間」，「たまにボーっ
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とする時間」はあるといったように，「規定の

休憩・休息時間」はないが「自主的に休む時

間」はあるということを概ね示している。休憩

時間は，「授業と会議以外の空き時間に教科と

分掌の仕事をやるが，その合間で取っている。

（Ａ）」というように，各自が不規則かつ自主的

に取るということが常態となっている。

昼食時間については，１５名すべての教師が１５

分程度で済ませている。しかし，「昼食を取り

ながらも生徒が来れば対応する，あるいは書類

作成をしながら食事するといった様に，仕事を

やりながら休憩を取る。（Ｏ）」との声や，「昼
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表１ 平日の勤務状況

持ち帰り仕事内容持ち帰り仕事時間休憩・休息（注２）在校時間退勤時間出勤時間

─無
不規則な昼食
のみ

最短１０時間１５分１８：３０～１９：００８：１５
A

５０代男性

教科，分掌１時間半
昼食以外ほと
んど無し

最短１０時間３０分１８：３０～１９：００８：００
B

４０代男性

分掌２～３時間
取れるときに
取る

１０時間１８：００８：００
C

４０代男性

教科，分掌１時間半
昼食とお茶を
飲む程度

９時間１０分１７：２０８：１０
D

５０代男性

教科，学年会議
２～３時間を
週２回

授業の合間に
取る

９時間１８：００９：００（注１）E
４０代男性

分掌基本的には無空き時間に取る最短９時間４５分１８：００～２２：００８：１５
F

４０代男性

教科，分掌
やるときは５
～６時間

昼食のみ最短１１時間１９：００～２１：００８：００
G

４０代男性

教科基本的には無昼食のみ１０時間３０分１８：３０８：００
H

４０代男性

教科，出張１～２時間
取れるときに
取る

９時間５０分１８：００８：１０
I

５０代女性

分掌２時間を週１回昼食のみ最短１１時間１９：００～２２：００８：００
J

４０代男性

教科２時間昼食のみ１１時間１５分１９：３０８：１５
K

４０代男性

教科２時間昼食のみ最短９時間３０分１７：１５～１７：３０７：４５
L

４０代男性

教科，分掌２時間
仕事の合間に
取る

９時間３０分１７：４０８：１０
M

４０代男性

教科３０分～１時間昼食のみ１０時間２０分１８：３０８：１０
N

４０代男性

教科，学級連絡基本的には無
仕事をしなが
ら取る

９時間１５分１８：１５９：００（注１）O
３０代女性

（注１） Ｅ，Ｏの出勤時間は「保育時間」利用のため午前９時となっている。
（注２） 昼食時間は，規定の休憩時間４５分に含まれるものとされる。



休みには生徒指導や打ち合わせが入る。仕事の

調整は周りの人の都合に合わせる必要があるの

で，休憩はフレキシブルに自分で取れるときに

取る。（Ｃ）」というように，昼食や休憩の間に

渡って複数の仕事をこなすことや勤務時間内の

生徒が身近にいる現状から，昼食時間に休むの

も難しいことがわかる。

「まったくの休憩としての時間を取らないことが

習慣になっている。（Ｈ）」

休憩を取りにくい理由として，「つくろうと

すればつくれるが，休憩を取ると結局は仕事を

先延ばしすることになり，溜まった仕事を後で

やるのはしんどくなるのが目に見えているの

で，出来るだけ休憩は取らない。仕事量が増え

ているので，休憩時間は取れなくなっている。

（Ｂ）」というように，担当する仕事量が多いこ

と，また，「時間割の編成上，６コマ連続で授業

を持つ人も出てきている。授業の合間に空き時

間があればそこで休憩を取ることもできるが，

カリキュラムにそうした配慮がなされていな

い。４・５限と授業が続き，そのまま６限があ

る日には，昼食を取るのが６限後になる。

（Ａ）」というように，学科改編・カリキュラム

変更にともなう授業編成の未調整によって，休

憩・休息時間の確保が難しくなる事例もある。

休憩・休息時間は，教師の肉体的・精神的疲

労を回復させ，適正な勤務を維持するために定

められているが，生徒や仕事から隔離される時

間的・空間的条件が確保されにくい校内施設環

境においては，その取得が困難な現状にある。

そのため，休憩・休息を取らずに教育活動が継

続されることになる。また，教育活動を円滑に

するための時間として，休憩・休息時間が活用

される。つまり，休憩・休息時間は教師間，教

師─生徒間のコミュニケーションを図ることに

用いられている。

「お茶と雑談の時間は大事である。このときに，

生徒に関する情報交換をしたり，分掌や学校運営

の話をしたりする。教師間の雑談が活発なほど，

仕事がスムーズにいく。（Ｎ）」

「情報収集と情報発信をしている。例えば，進路

指導を担当していることから，生徒の進路希望を

聞き出し，担任や進路指導担当の先生に情報を流

す。学外の会議等で知り得た情報を学内に流す。

会議の前に，提案事項について話し，意見の集約

を図る。（Ｇ）」

教師間のコミュニケーションは，「職員室は

情報交換の場になっている。（Ｌ）」と言われる

ように職員室を中心に行われている８）。また，

教師の間で交わされる情報の中には生徒に関す

るものが多分に含まれるが，そうした情報は教

科指導以外の時間の生徒とのコミュニケーショ

ンによってもたらされることもある。

「学級担任として，出来るだけ朝・昼・夕に教室

や廊下を歩くことにしている。そこで生徒の顔を

見ておく。普段から足を運んでいれば，行きやす

い。行かなくなると，行くのが気まずくなる。い

つも行っていれば，生徒は先生が来ても不思議に

思わない。普段は行かないのに突然行ったら，何

事かと思われる。職員室で，他の先生からクラス

の情報を何かしら得たら，授業中に教室に入らせ

てもらうこともよくある。自分のクラスだから出

来ることだが，他の先生に頼んで，生徒の様子を

見させてもらう。そうやって日頃から生徒の状況

を把握するようにしている。そうせずに放ってお
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くと，生徒は放っておかれるものだと思い，どん

どん離れていく。ちょっとしたことをしないこと

によって，どんどんひどくなる。生徒相手に毎日

何かある。すぐに対応した方がいい。小まめにや

らないと取り返しがつかなくなる。そのため日中

バタバタしている。（Ｋ）」

このように，空き時間や授業の合間といった

時間は，生徒とのコミュニケーションの時間と

して活用され，そのことが教師同士の教育活動

を円滑化する要素になっている。さらに，教師

間の連携のためだけでなく，空き時間や授業の

合間の生徒とのコミュニケーションを活用する

ことによって，教師と生徒の関係づくりを行う

ことが教育活動をやりやすくする。しかし，近

年そうした休憩・休息時間の利用が減っている

との指摘もある。

「従来は時間割内で会議を設定していたが，選択

制の導入以後，打ち合わせを昼休みに設定し，す

べての会議は放課後にやることになった。授業が

バラエティに富んでいる選択制では，クラス単位

の授業が減り，教師の共通した空き時間がない。

会議のための時間調整を付けることができなくな

り，学年主任や運営委員会等すべての会議を放課

後にやることになっている。昼休みと放課後に打

ち合わせ・会議が入ることによって，教師は生徒

に付き合うことが出来なくなっている。ホームル

ームと行事の際にはクラスの枠組みがあるが，そ

れ以外はクラス単位での活動がないため，担任も

クラス意識を持ちにくくなっている。生徒と会う

時間が授業以外にはなくなるからである。（Ｅ）」

日中に，教師が生徒と直接対面的な関係を授

業以外で持つことのできる時間自体が減ってい

るだけでなく，忙しさのなか，教師間のコミュ

ニケーションを日常的に取ることのできるよう

な休憩時間の確保も難しくなっている。

「授業のない空き時間は，学年主任と教科の業務，

会議が入る。それらのない空き時間は，会議と授

業に必要な資料作成のため職員室でパソコンに向

かっていることが多く，帰るときには目がショボ

ショボする。こうしたなか，出勤してから退勤す

るまで，休憩時間だけでなく雑談をする間もな

い。（Ｌ）」

「若い頃は，授業をお互いに見せ合ったり，授業

検討をお互いにやったりしていた。こうした仲間

での取り組みの力は弱くなってきている。いまこ

そ，そうした取り組みが必要とも言えるが，週五

日制と学科改編によって会議や授業準備が増え，

そうした中で教師同士の日常のコミュニケーショ

ンが減っている。教師の連携が仲間でできていく

とよい。（Ｉ）」

在校時間にみられるこうした勤務状況の特徴

だけでなく，教師には持ち帰り仕事をする人が

多い。学外勤務については，持ち帰り仕事が

「ある」との回答が１２名，「なし」が３名である。

平日の持ち帰り仕事の時間は，短くて３０分であ

り，１時間から２時間との回答が多く，長い場

合は５・６時間の例もある。持ち帰る仕事の内

容は，教科が１０名，分掌が７名であり，教科と

分掌を重複して持ち帰る例がみられる。また，

学外勤務は，学外機関への公務出張や家庭訪

問，生徒の自宅への電話かけといった仕事があ

げられている。持ち帰り仕事がない場合も，家

に持ち帰らない代わりに校内での勤務時間を延

長して仕事をする傾向がある。

さらに，１５名中１０名が土日出勤を行ってい
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る。出勤の理由は，部活指導が８名となってい

る。有無の回答にかかわらず，不定期に学校行

事で出勤する，もしくは分掌関連の仕事で出勤

することになっている。休日に学校に出勤しな

い場合も，「土日はすべて仕事でつぶれるほど

やる。（Ⅰ）」，「休日は，やる仕事があれば何時

間でもする。（Ｏ）」というように，家で持ち帰

り仕事をしている。

以上のことから，教師の勤務状況の特徴とし

て，第一に実労働時間の長さが指摘できる。学

内と学外の双方に渡って仕事をする傾向にある

ことも，実労働時間を長引かせている。第二

に，規定の休憩・休息時間は確保されていな

い。休憩・休息時間には，教育活動としてのさ

まざまな仕事が入る。さらに，教師間の情報収

集や情報伝達，生徒との関係づくりや相談など

のためのコミュニケーションを図る時間とし

て，休憩・休息時間は教育活動の遂行上不可欠

の仕事に充てられている。しかし，そうした休

憩・休息時間の利用を不可能にするほどに忙し

い実態も指摘される。第三に，長時間のうちに

連続してこなされる複数の仕事がある。教科指

導の空き時間と放課後に，校務分掌や各種委員

会の会議，教科会議・学年会・職員会議などの

各種会議がある。また，空き時間に授業準備や

教材研究といった教科関連の仕事と，会議のた

めの資料準備や報告書作成といった校務分掌・

委員会関連の仕事，事務関連の仕事を行うこと

になっている。高校によっては，空き時間に立

ち番や遅刻指導といった生徒指導・生活指導が

入る。このように，長時間かつ過密な教育活動

によって，勤務状況の多忙が発生している。

２．多忙感と教育活動の条件

１勤務状況と多忙感

勤務状況について，教師はどのように意識し

ているのだろうか。忙しさの実感について尋ね

たところ，「ある」との回答は１４名，「ない」と

の回答は１名だった９）。長時間過密な勤務を続

けることにともなう疲労度合いについては，

「時に持ち越す」が４名，「よく持ち越す」が１

名，「いつも持ち越す」が４名となっており，

「翌朝には疲れを回復している」という教師は

６名であった。

教師が勤務状況について忙しさを実感する要

因として，まず，健康状態や加齢からくるしん

どさ，任務上の仕事が多くあるという要因が指

摘された。さらに，学校状況や日々の仕事に規

定されるものとして，空き時間を利用した生活

指導が頻繁にあることや，授業や会議のための

プリント・資料作成のためのワープロ打ちが多

くあるといったように，教育活動において日常

的に必要とされる事柄が要因としてあがった。

また，保護者や地域との連携，小高・中高とい

った学校間連携に関するもの，学校の情報公開

に関する仕事など，さまざまな要因が指摘され

た。このように，勤務状況にたいする多忙感

は，日常やらなければならない教育活動が多岐

に渡ることを契機に表明されている。

「しんどくてやっていけないという状況はある。

命いっぱいのところでやっている。しかし，学校

をまわす上では誰かがやらなければならないわけ

で，お互い様のところがある。限られた人数のな

かで無理があると職員会議でも言われていた。実

際に二人が倒れている。（Ｅ）」
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「日々の仕事については，着実に自分でやってい

くしかない。一定の仕事について段取りをつけた

上でも，他の仕事が急遽入ったりする場合には，

追われている感じがするので忙しい。（Ｍ）」

忙しさにたいする実感は，例えば「子どもと

いる時間が少なくなると，忙しいと感じる。家

庭での生活時間が短くなっていることを実感す

るからである。（Ｆ）」というように，長時間勤

務が生活時間を圧迫する際に生じてくる。さら

に，仕事量の多さを反映した忙しさが実感され

ている。

「遅くまで残ること自体がいいとは限らないが，

前々任校に勤めていたときは，早くて２２時，たい

ていは２３時過ぎまで仕事をしていた。午前３時ま

で仕事をすることが月に１度，午前５時までやる

ことが年に２・３度あった。授業が終わり，部活

と自治会執行部の指導をした後に，ようやく２０

時，２１時頃から自分の仕事が始まる。２３時頃まで

残っている先生が３・４人はいた。警備の人に，

『寝られないので早く帰ってくれ』と言われたこ

ともあった。前任校では，２０時まで仕事をしてい

た。現在は，１９時にセキュリティ・システムが作

動するため，その前に退勤しなければならない。

こうした経験からいうと，忙しさに量的な変化は

ない。（Ａ）」

仕事量の変化にたいする実感は，それぞれの

教師の経験に規定される側面があると考えられ

るが，他方で，仕事内容の変化を指摘する声も

ある。さらに，量的な仕事の多さと新たな仕事

内容の増加によってストレスが発生する。

「教師の数が多かった時期に比べて生徒数が減り，

それにあわせてスタッフの数も削減されるので，

仕事のトータルは増えている。教師が減る一方

で，カリキュラム改訂により教科数が増え，また

新しいコンピューター機器が導入されたり，『学

校自己診断』のような以前にはなかった新たな仕

事が増えたりしている。（Ｂ）」

「事務の期限に追われる。時間とのたたかいであ

る。取り組む課題・テーマは多岐に渡って恒常的

にある。ゆったりすることがない。次々と解決す

ること，乗り越えていくことが続くために生じる

ストレスがある。（Ｊ）」

しかし，教師のストレス因は多忙に限ったも

のではない。１５名のうちで，ストレスを感じて

いる教師が７名，感じないという教師は８名で

あったが，下記のように，職場の人間関係がス

トレス因となる場合がある。

「ストレスは，どの仕事においてもついてまわる。

人間関係も仕事についてまわる。仕事には意思疎

通とチームワークが必要だが，連携が取れないこ

とで生じるストレスがある。（Ｂ）」

「仕事をしていないと思われる同僚との関係が原

因で，自分の仕事に納得のいく結果を出せないと

きにストレスとなる。生徒との関係は，ストレス

にならない。生徒との関係でうまくいかないこと

があっても，それは仕事のうちと思う。（Ｇ）」

多忙を直接の要因とする以外のストレスは，

多忙にともなって生じるストレスとは区別さ

れ，忙しいかどうかに関わらず発生する可能性

がある１０）。しかしながら，教師の多忙感は，単

に勤務状況の忙しさを反映した実感を意味する

のではなく，教育活動のストレスをともなって

いる場合がある。過度に忙しい状況は，仕事の
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遂行上の緊張度を高めることによってそれ自体

がストレスとなる。

２多忙への対処とやりがい

教師は，忙しさやストレスにどのように対処

しているのだろうか。次にあげるように，多岐

に渡る仕事内容を連続的にこなしていくために

は，気の持ち様や仕事の段取りの調整を工夫す

ることが，教師の個別的で実際的な対処法とな

っている。

「気持ちの切換えや，用意周到に仕事を進めるこ

とがストレス予防である。時間的に追い詰められ

ないよう，ストレスを回避する。（Ｄ）」

「忙しくても仕事を続けられる条件は，自分で仕

事の段取りをつけられるかどうかにある。（Ｍ）」

さらに，心理的な対処法がある。心理的対処

は，自身の仕事を生徒に関わる職務として位置

づける教師の感情や思考を特徴としている。

「教師としてやっていることは，すべて生徒のた

めと思っている。やっていることが生徒のプラス

になったときに達成感を感じる。仕事の忙しさに

は，やりがいのある時とない時というのがある。

生徒によい方向で結果が出れば，忙しさは負担や

ストレスにはならない。（Ｏ）」

教師としての仕事を生徒のためと意識する心

理・思考傾向を「献身的教師像」として理解す

ることもできるが，このような観念が生じるの

は，教職の現実が生徒の存在を前提にしている

からと考えられる１１）。

「生徒が授業をよくわかってくれたり，担当する

仕事がうまくいったりしたときにやりがいを感じ

る。（Ｄ）」

「子どものいいところを引き出したときに，やっ

ていてよかったという思いや意欲を感じることが

できる。（Ｉ）」

「教師はかけがえのない仕事であり，自分にとっ

ての天職と思う。この思いを支えてくれるのは生

徒である。卒業生を出す度に，若い社会人とのつ

ながりがどんどん増えていく。卒業生との家族ぐ

るみのつきあいもある。（Ｌ）」

また，忙しさそれ自体が負担やストレスには

なっていないという声もある。その要因とし

て，仕事の忙しさがやりがいを伴うものである

との指摘があった。やる気や達成感，自信につ

いては，「感じる」が１４名，「感じない」が１名

となっている。

「仕事上でのやる気は，やや感じる。達成感があ

ると自信が出てきて，やる気もわくという相乗効

果にある。やる気や意欲があるからこそ，次の目

標が立つ。（Ｃ）」

「担当したものが実績として結果となるとき，納

得した結果が出るとき，仕事がうまいこといった

ときに，やっていてよかったと思う。例えば，進

路の問題は，ある程度テクノクラート的に結果が

出る。それから，生徒に『ありがとう』，『先生の

おかげだ』と声をかけられたとき，とりわけ，自

分のバックアップによって，生徒に自らの力でや

れたように実感させることが出来たときにやる気

や達成感を感じる。（Ｇ）」

「ワープロ打ちは，凄い量をやっている。学校行

事に関する忙しさは，楽しく感じる。忙しさは，

やりがいや達成感があれば，ストレスにはならな

い。活き活きと仕事ができれば，忙しいとは感じ
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ない。毎晩遅くまで仕事をしていたときも，体力

的にしんどいことがあってもストレスにはならな

かった。近年は，仕事の楽しさが段々減ってきて

いるように感じる。府教委や管理職の上からの影

響がある。例えば，自主研修の扱いが変わり，本

当に必要な研修かどうかの内実は問わないまま

に，形式的にやらせるという窮屈な方向になって

いる。楽しさや，教師自身が活き活き出来るとい

うことが損なわれるのであれば，忙しさは負担感

やストレスと関連する。（Ａ）」

このように，忙しさを実感しつつも教育活動

にやりがいが見出される場合には，多忙とスト

レス発生とが直結しないと考えられる。それぞ

れの教師は，仕事の段取りや見通しを各人で把

握し，教育活動のなかに達成感や，やりがいを

見出すことによってストレスを回避する。さら

に，生徒と関連づけられた教育活動にたいする

やりがいを実感できることが，ストレス発生を

抑制する。教師は，生徒に関わる教育活動にた

いしてストレス感を表明しない傾向にある，あ

るいは，生徒の学習発達の過程に教育的にかか

わることにやりがいを見出す傾向にあるが，こ

うした実感をもつことが，教師が教育活動を継

続し，かつ多忙を続ける条件ともなっている。

３教師集団の連携と教育活動

忙しさへの対応は，個別的に図られるだけで

なく，集団的に対処されている。やりがいやス

トレスについての質問をするなかで，「意志の

疎通は仕事をやりやすくする。（Ｂ）」というよ

うに，教師間の協力関係の存在に多くの教師が

言及した。以下に示すように，個々の教師の職

務実感は，教師集団の関係性を反映している。

「仕事上での悩みや不安，ストレスはあまり感じ

ない。困った時に相談できる先生がいる。学校全

体として，何かあったらすぐに話をするという雰

囲気があり，それが実行されている。（Ｆ）」

「もともと楽天的な性格である。それから，話を

し，協力をお願いできる先生方がいる。（Ｋ）」

「みんなと力を合わせて乗り越えていく。協力的

に頑張る教師関係がある。そのため，忙しい中で

も人間関係のストレスはない。（Ｊ）」

「現状の忙しさを続けていけると思っている。今

後，忙しさは増すとも思えるが，やっていきたい

ことがある。学内の理解を広めていく中で，協力

的な先生ができていき，仕事を割り振っていくこ

とが可能となる。自分が意義のあると考えること

を課題として持っていることは，忙しい中でも教

育活動をやっていける条件になっている。（Ｉ）」

「教師の協力関係があることによって，ストレス

をあまり感じない。何か新しいことをやろうとい

う時に，教師同士ですぐに対応できる。教科につ

いては，共通提案にしようという合意があり，テ

ーマの違う教科でプリントを交換し合うこともあ

る。どうしたらいいのかと思うことはあるが，そ

ういう時は職場仲間と話し合う。教育は，教師同

士の協力がないとできないと思っている。教師が

協力すれば，１プラス１が３の能力になる。私の

教育スタイルは人から学んだものであって，オリ

ジナルではない。すばらしい先生方に学び，同僚

に育てられた。私も若い人を育てたいと思うが，

いまだに私たち４０代が若手といわれる。（Ｌ）」

個々の教師がやりがいや達成感・自信を感じ

ながらストレス実感を低減させる背景には，教

師間の連携や良好な人間関係が，個別の教育活

動をとりまく客観的な条件として作用している

ことがある。ここでいう教師同士の協力や連携
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は，必ずしも学内の教師全体のレベルでつくら

れているものではなく，日常的な交流や支援を

指している。普段の交流にもとづいて，それぞ

れの取り組む教育活動が教師間で共有される

と，ストレスが発生しにくくなる。教育活動に

は，個人のみで行うことが可能な事柄もあるだ

ろう。しかし，教師が多忙を続けるには，個別

教師の実際的な行動対処や心理対処だけでな

く，教育活動が同僚との関係を基盤に実践され

る必要があり，教師間の協力や連携が図られる

ことが，日常の忙しさを続けられる要因となっ

ている１２）。

「職員室で日常的にコミュニケーションを取るこ

とが出来る。担任を持っていないクラスの授業に

行って気づいたことがあれば，授業後に担任に報

告するといったことをやっている。（Ｆ）」

「去年のクラスは指導が大変であったが，学年主

任の先生を中心に他の先生方からのサポートを受

けた。協力が得やすい雰囲気がある。しかし，そ

うしたサポートの中でも，それぞれの先生方の意

向や方向性が自分のものとはずれる場合もあり，

そうしたことはストレスになる。担当教科の忙し

さに関しては，普段から教頭先生に来てもらい，

忙しい状況を見てもらうようにしている。府教委

の『学校支援人材バンク』の人に手伝いに入って

もらってもいる。また，校外の施設を利用する際

には，地域や臨時の人と交流しながら手助けして

もらう。しかし，忙しさを軽減するためには，正

規の教員数を増やすことと一クラスの生徒数を減

らすことが必要である。（Ｏ）」

教育活動の忙しさやストレスの発生にたいし

て，対処能力の形成や心理的対処を行うこと，

教育活動のやりがいを見出すことによって，教

師はストレスを抑制しながら教育活動をつづけ

ている。しかし，こうした個別的な対応だけで

なく，教師同士の日常的な関係を形成すること

によって教育活動を共有するという集団的な対

応が，教育活動の多忙を支える条件となってい

る。それでは，具体的にどのような教育活動が

忙しく，そしてやりがいをもって取り組まれて

いるのだろうか。次に，この点について教育活

動の内容を分析する。

３．教育活動におけるやりがいと多忙

１やりがいある多忙

表２をみると，忙しい教育活動として指摘が

多いものは，教材研究・授業準備，校務分掌と

なっている。やりがいのある教育活動は，授

業，教材研究・授業準備，校務分掌となってい

る。授業や授業準備，教材研究といった教科指

導に関わる仕事が忙しい一方で，それらの教科

指導にたいするやりがいや達成感，自信が実感

されている。部担当や委員会担当等の校務分掌

に関わる仕事が忙しい一方で，それらの校務分

掌にたいするやりがいや達成感，自信が実感さ

れている。また，やりがい・達成感のない，気

が進まない，消極的な取り組みになってしまう

教育活動についての指摘は多くはないが，「自

己申告表」の作成・提出，「評価・育成」に関わ

る面談が指摘されている１３）。しかし，評価制度

関連の仕事が忙しいという教師は皆無である。

教科指導と校務分掌は，学校現場でとくに忙

しい教育活動になっているが，それらは同時

に，やりがいを実感する仕事として取り組まれ

てもいる。とりわけ，雑務や余計な仕事として

教師のストレスや多忙感の要因になっているの

ではないかと指摘されてきた校務分掌が，学校
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改革や特色づくりに取り組む上での必要な仕事

になっている１４）。教科指導と校務分掌は，それ

ぞれの学校の生徒状況に対応するための教育活

動として日常不可欠の仕事であるとともに，や

りがいある仕事になっている。

２教科指導と校務分掌の変容

教科・科目の増加と多様化

１５名中，専門教科とそれ以外の学校設定科目

や選択科目，専門科目と総合学習に関する科目

を兼任する教師は８名であった。そのうち，複

数教科を担当する教師が５名で，専門教科と総

合学習を兼任する教師は４名，専門教科と総合

学習と学校設定科目ないしは選択科目とを掛け
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表２.忙しさとやりがいとの関連 単位（人）

やりがい無（注３）やりがい有（注２）忙しい（注１）

─１３５授業

１１２８教材研究，授業準備（採点などを含め）

１４１補習・補講

─３２ＨＲ

─６２学校行事

１２１自治会・生徒会

２７１部活動

─１１８校務分掌（部・委員会）

１６─職員会議

─４１学年会

２──教科会議

３３─事務活動（授業以外）

１３─校内研修

２３─校外研修

１４１出張（公務，または家庭訪問など）

１５１PTA活動，保護者・地域への対応

６１─「自己申告票」の作成・提出

４１─「評価・育成」に関わる面談

３１─社会教育活動

１１─その他

（注１）質問項目は，「現在とりわけ忙しい状況にある教育活動」を問い，当てはまるものに複数回答
を求めた。「特になし」との回答は，１５名中３名あった。

（注２）「現在の教育活動において，積極的に取り組んでいるもの，身の入るものや，やりがい・達成
感の感じられるもの」のいずれかの実感に沿うものに複数回答を求めた。

（注３）「現在の教育活動において，やりがい・達成感の感じられないもの，気がすすまない，消極的
な取り組みになってしまうもの」のいずれかの実感に沿うものに複数回答を求めた。「特になし」
との回答は，１５名中３名あった。



持ちする教師は２名いた。教師の担当教科・科

目は増加し，多様化している１５）。

「忙しさの実感はある。総合学科は授業にバラエ

ティがあり，準備することの種類と量が多くな

る。（Ａ）」

まず，教科指導そのものが忙しくなるという

要因に，授業準備として補助教材を作成するこ

とがあげられる。多くの教師は，プリントや資

料などの補助教材を用いた授業を行う工夫をし

ている。

「担当している科目にばらつきがあり，一度の授

業で資料が使い終わるため，プリントの作成を頻

繁に行う必要がある。（Ｍ）」

「選択制である本校は，毎年のクラスの雰囲気や

クラス毎の雰囲気にばらつきがある。そのため，

各クラスに対応したプリントが必要となり，前年

のものは使えない。必修科目についても，内容は

同じでも資料は毎年工夫する。（Ｌ）」

「科目によって授業内容がすべて異なるので，準

備もすべて違う。とくに本年度は自由選択科目が

あるため，準備に忙しい。もともとはチョーク一

本で授業をやりたいと思っていた。『やんちゃ』

な生徒が多い学校では，生徒の集中力を高めるた

め，授業中の書き込み用としてプリントを作成す

る。進学校では，授業中に生徒が書くことを減ら

すために資料を配布する。例えば，授業内容のま

とめと図を予め印刷しておき，授業を効率的に進

めるために用いる。（Ａ）」

「学校設定科目の仕事が忙しい。外部から講師を

招いたり，外部に出て行って授業をしたりするた

め，科目の準備や交渉，調整，報告・総括に時間

がかかる。授業の前後に授業の何倍もの時間がか

かる。（Ｏ）」

このような学科改編や新設教科・科目への対

応として，授業準備・教材研究に要する時間が

増大している。さらに，増加傾向にある選択科

目の設置に関しては，教える内容を如何に教師

全体の教育専門力量として蓄積していくかとい

う点に関わって，試行錯誤の段階に特有の問題

が指摘された。

「総合学科への改編にともない，エリア（系列）の

選択科目（普通科目・専門科目）と総合選択科

目，自由選択科目が準備された。それにより，選

択科目と総合科目において科目数が増大してい

る。私は去年から自由選択科目を担当している。

自由選択科目は，各教員の興味関心を授業にする

内容となっており，オリジナル性が高い。個性を

発揮できるという点ではおもしろいと言えるし，

個々人の裁量に任されているという点ではつらい

とも言える。つらいというのは，個人的に内容を

決定しなければならないということと，その科目

設置が一過性のものだからである。共通履修科目

は，経験が継続して積み重ねられていくが，選択

科目は，次年度にはまた新たなものに組み替えら

れるため，その年に開設した内容の吟味と経験の

蓄積が出来ない状況にある。個々の教員の興味関

心に沿った内容のため，同僚間での客観的な評価

をすることも難しい。（Ｉ）」

科目設置が一過性のものであり，教師間に共

有されにくい場合，教科指導力や専門性の発展

につながるのかという疑問がその取り組みの忙

しさという問題とともに生じる。別の高校で

は，多様化する教育内容に対応した教科指導力

を教師全体の専門性として創造・継承するため
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の工夫がみられる。

「選択科目は教科書がないため，それぞれの先生

の努力がより必要となり，その点が大変になる。

学校が各選択科を設定し，カリキュラム委員会が

各科の目標科目数を決め，科目内容の決定は各教

科に任される。各教科で年間シラバスを作成する

ために，各科目の内容を各先生が準備する。それ

ぞれの先生の努力によって科目内容が決まること

から，他の先生にその科目を引き継ぐ場合には工

夫が必要となる。本校では，各科目を今後も継続

することを前提に，それぞれの先生が作成した教

材を共有教材としてファイルし，誰もが利用でき

るようにしている。（Ｌ）」

教材の共有化は，授業指導を教師間で補完す

る機能をもっている。担当する教科・科目が増

加ないしは多様化するのにともなって，教師の

仕事は忙しくなるが，他方で教科指導のやりが

いも指摘されている。つまり，教科指導の多忙

化は，教師自身の教育力の向上につながるとい

う実感がある場合や，教科指導の工夫を重ねる

ことが生徒状況に対応する手段となる場合に，

やりがいのともなう忙しさとして現象する。

「以前に比べ受け持ち科目が増えたため負担にな

るが，それがまた自分のためにもなる。（Ｈ）」

「総合学科の新設は，生徒にとってはいいもので

あり，教師にとっては負担の多いものである。教

師にとっては，新たな教科準備が負担となる。そ

うした意味で，総合学科は，教師の教育活動を忙

しくさせている。総合学科設立の意味は，教師の

意識改革と言える。教師は，従来の教科指導のや

り方に固執する。教育にたいする固定観念を持っ

ている。しかし，生徒のニーズは広くあり，この

機会に，教師もいろいろなことを貪欲に勉強して

いく姿勢が求められる。（Ｉ）」

このように，教育課程改編をもたらす学校改

革が取り組まれるようになった背景には，現場

の教科指導が抱えるいくつかの生徒指導上の問

題があった。

「習熟度別に三段階のクラス編成が取られている。

昨年から，三段階のうちでもっともしんどいクラ

スを担当している。このクラスでは，必要なもの

を何も持ってこないで，手ぶらで授業に参加する

生徒がいる。教科書やプリント類を持ってこさせ

る，あるいは，持ってきていないものを配布する

ことから授業を始めることになる。授業を始める

にあたり，授業内容以前のことから教育する。何

も持ってこないことや忘れてくるということにつ

いて，成績にマイナス評価が付けられるというこ

とから教える。（Ｉ）」

授業困難への対応だけでなく，進学率の低い

高校は，キャリア教育を創造する必要に迫られ

ている。下記の高校では，進路指導と関連し

て，就職に必要な知識・技術の習得だけでな

く，人生観の形成や自己分析力の育成が，特色

づくりのなかに位置づけられ進められている。

「不況の中，生徒の思うような求人はないし，高

卒の就職は難しい。しかし，生徒の半数が進学し

ない状況に対し，具体的な就職とともに卒業後ど

うやって生きていくのかという進路指導をする必

要がある。高校の３年間を通し，自分の適性を求

め続けていくということを生徒にやらせる必要が

ある。そこで，『産業社会と人間』創設を，授業で

人権教育と進路指導のために利用しようというこ
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とになった。（Ｊ）」

しかしながら，不況と労働市場の変化を反映

した高卒求人の悪化を背景に，進路指導の模索

が続いている現状もある。

「高校を卒業した後の進路を考えることを面倒く

さがる。総合学科必修科目『産業社会と人間』に

おいて，生き方や進路を考えさせようとするのだ

が，授業内容について『胡散臭さ』を感じている

のか，あるいは，高卒労働市場への諦めを感じて

いるのか，『考えたくない』，『考えない』という態

度が多い。高校生活を純粋に楽しみたいという雰

囲気である。大人になることの魅力を感じていな

い。いつかは自分の人生に責任を持たなければな

らないのだが，とりあえず高校ではそういうこと

を考えないという雰囲気がある。（Ｋ）」

さらに，退学率の高い困難校の学級担任は，

中途退学への対応や，生活の場としての学校へ

生徒の定着を図らなければならない課題を抱え

ている。保護者や教師間の連携の必要性が指摘

されるとともに，学校における生徒の居場所づ

くりや生徒同士の関係形成に配慮した教育活動

が求められている１６）。

「クラス担任は忙しい。生徒の状況がしんどいの

で，生徒指導・生活指導が大変である。校内・校

外において，普通の常識が通用しない。生徒が学

校に定着しない。３時過ぎに授業が終われば，生

徒はさっさと帰っていく。生徒が学校に来る楽し

みは，今いるクラスの人間関係だけである。学校

に居場所がない。クラスの人間関係がうまくいか

なくなると，もう学校に来る楽しみがなくなる。

授業がおもしろいということは，それだけでは学

校の魅力にならない。教科指導だけで，生徒にと

っておもしろい学校をつくろうとすることには無

理がある。生徒と担任と，保護者との関係をつく

っていくことが必要である。（Ｏ）」

以上のように，生徒状況は，教師の教育活動

を直接的に規定する要因であり，教科指導を変

容させる契機となる。教師は生徒状況から求め

られる教育活動について，さまざまに対応し，

対応しようと試みている１７）。

部・委員会のやりがいと多忙

高校の特色づくりへの取り組みは，教科指導

だけでなく校務分掌を変容させている。それぞ

れの教育活動にたいする実感を尋ねたところ，

「現在，とりわけ忙しい状況にある教育活動」

のひとつに校務分掌をあげた教師が８名，「現

在の教育活動において，積極的に取り組んでい

るもの，身の入るもの，やりがい・達成感の感

じられるもの」については，１１名の回答があっ

た。他方で，「やりがい・達成感の感じられな

いもの，気がすすまない，消極的な取り組みに

なってしまうもの」として校務分掌をあげる教

師はいなかった。こうした教師の校務分掌にた

いする実感は，「積極的に取り組んでいるもの」

「身の入るもの」「やりがい・達成感の感じられ

るもの」として性格づけられる１８）。

校務分掌は，学校ごとに部と委員会から組織

構成されている。学校運営には，教務や生活指

導，進路指導，保健，図書などの各部がある。

それにたいして，教育法規や学校設置基準，労

働法規などの規則の変更にともなって，学校現

場で必要な委員会が随時設置されていく。教師

は，校務分掌として部や委員会に所属する。

まず，部担当についてみていくと，それぞれ
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の部の運営を通じて，さまざまな生徒指導が取

り組まれていることがわかる。

「分掌で保健室に常駐し，また，部活で障害生に

関わったりするなかで，生徒の本質的な変化はな

いと思われる。不登校やひきこもりの教育相談も

行っているが，人間関係や悩みの現象の仕方は異

なりながらも，本質的に抱えている悩みは変わっ

ていない。生徒にたいする取り組みには，いろい

ろな方法と体制がある。生徒と担任，保護者を交

え相談にのる。学校と本人，保護者だけでは解決

できない面もある。関係機関との協力を図った

り，大学院生の相談員と協力したりする。（Ｊ）」

「図書部の運営としては，例えば読書指導を行っ

ている。図書だよりを発行し，生徒が本を読むよ

うに啓蒙する。生徒の読書量は減っているので，

読む量を増やし読書を習慣化させる必要がある。

（Ｂ）」

各校の生徒状況への教師の対応は，教科指導

以外に行事や部活動，自治会指導等を通じて行

われる。従来「底辺困難校」といわれ，現在は，

不登校やいじめ対象になる生徒，中途退学や高

校卒業が難しいなどの生徒の入学受け入れを進

め，行事を通じた教育活動を進める高校もあ

る。

「毎年行うチャリティ・マラソンは，ネパールへ

の寄付を募ることを目的とし，現在までに，小学

校４校を寄贈している。今年は，小学校へ通うの

に必要なノートや鉛筆を買うための寄金を募っ

た。チャリティ・マラソンは，単位制になる以前

からやっていたことだが，単位制になった現在も

継続している。従来は単独でやっていたものに，

府下，他県の高校からの協力・参加も出始めた。

生徒はマラソンに参加することを通じて，社会と

つながり，自信を持っていく。（Ｌ）」

自治活動を通じた人間関係や学校自治への取

り組み方を教える生徒指導もみられる。生活指

導や自治会指導，生徒相談など教科指導以外の

生徒指導に関わる仕事が，生徒の成長・発達に

直接に関わる教育活動であることから，教師に

やりがいを実感させる。生徒の個性を活かす可

能性に取り組む教育活動も，やりがいのあるも

のと実感されている。生活指導が楽だと一般的

にはいわれる進学校においても，自主性を発揮

するために動機づけたり，やり方を教えたりと

いった行事指導等への新たな対応が進められて

いる。

「本校では自治会活動が活発ではない。一般的に

学力不足ということが言われているが，生徒にと

って本当に危機的なのは，同世代や上下の世代と

の人間関係や仲間づくりの経験がなくなってきて

いることにある。昔は地域でそういうことができ

たが，地域がなくなり，学校でも自治活動が脆弱

になっている。とりわけ本校の生徒は，そういっ

た経験のない子たちが集まっており，経験をさせ

てあげなくてはならない。中学で生徒会の経験が

ある子が集まる高校では，少しやり方を教えれば

生徒が自らやれる。本校では，経験のない子に，

経験させるまでの指導をしなければならない。そ

れはなかなか難しい。行事やホームルームに力を

費やす必要がある。しかし，五日制や指導要領改

訂によって行事を削ることになり，生活指導への

打撃がある。（Ｎ）」

「伝統校であるため，自治会活動が比較的活発に

ある。担任クラスの中には，中学時代に生徒会長

をやっていた生徒が４名いる。生徒会関係者は半
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数程度いるはずである。自治会に限らず，自主活

動に積極的に参加しようという思いを持つ生徒が

多い。生徒に自分で行動するように動機づけをす

ることが必要である。根気の要ることではある

が，全く放っておくのではなく，黙って見ておく

こともある。与えられたことをやるのではなく，

自分で考えて取り組む力が必要である。（Ａ）」

「従来，生徒の自主性を尊重する，先生はあくせ

くしないという流れがあった。たとえば，以前は

ショート・ホームルームが週に２回しかなかっ

た。しかし，生徒主体の活動がなかなか出来な

い，生徒に任せるだけでは行事などができないと

いう状況が生じてきた。生徒が以前と違ってき

た。管理という面からではなく，生徒の自主性を

伸ばすという観点から，先生が生徒に関わる必要

が出てきた。そうした状況に対し，学校は日々や

ることが雑多であり，生徒の変化にどう対応して

いくかといった根本的な議論がなかなか出来な

い。いままでのやり方のままでいいという先生も

いる。変えようと言い出した人は，少数であっ

た。こうした背景があり，以前とは違ったリーダ

ー育成をやらなければならないということから，

教育方針について『新しい学校づくり』として検

討することになった。（Ｄ）」

次に，校務分掌における委員会運営をみてい

く。委員会は多種多様に設置されているもの

の，定期的な会議は開催されていないこともあ

る。しかしながら，特色づくりに関わって，委

員会組織が刷新されるようになっている。特色

づくりとして，高校の設置形態を特色化し，学

科改編や設置科目を改編したり，大阪府や文部

科学省の特別プログラムにエントリーし，研究

校の指定を受けたりする１９）。その際には，新学

科の検討・実施のための委員会やカリキュラム

を検討する委員会が新たに設置される。また，

学校運営の情報公開や評価制度に関わる委員会

も設置されるようになっている。

「以前は，分掌会議が時間割に組み込まれていな

かった。分掌仕事が時間的に保障されず，放課後

に不定期で会議を設定することになっていた。現

在は，会議を時間割に組み込み，定期的に設定す

る。新しい学校づくりに取り組む中で，仕事がや

りやすくなってきた。（Ｄ）」

特色づくりや学校改革，教育課程改編に関わ

る校務分掌に関しては，そういった仕事が教師

の自己実現につながっているとの指摘があっ

た。教師の教育活動は，教科指導や生徒指導と

いう生徒に直接的に関わる仕事だけでなく，生

徒をとりまく教育環境である学校そのものを創

る仕事がある。そのために，学校運営に関わる

校務分掌が構成されている。

「自分自身の教育の理想があり，それを実現する

ためにやっている。（Ｉ）」

「私は，常に新しいことを求めていきたい，外に

目を向け新しいことを取り入れたいと思ってお

り，そうすることに充実感がある。学校づくりの

中で，専門教科に関しては何を期待されているの

かを考えながら取り組む。学校づくりということ

がなくとも，教科の改善は従来からやってきたこ

とである。学校づくりの流れのない中で，改善を

図らなくともある程度は生徒に満足感を与えるこ

とが出来る。しかし，それによって取り組みが形

骸化していくこともある。学校づくりと個々の取

り組みの双方があることによって，形骸化するよ

りはもうちょっといいやり方ができる。（Ｃ）」

「やりがいが強くあるということに関して，私の
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場合は，総合学科への取り組みが大きい。教師は

専門科目で雇われているので，自分の教科につい

ては誰もが一生懸命やるだろう。総合学科では，

選択科目についてもやらなければならない。選択

科目は教科書がないことから，先生にとってはや

やこしいものとなる。科目の質を上げていかなく

てはならない。私の場合は，それだけでは飽き足

らず，『えぇ学校にしたい』との思いが強い。何

がよい学校なのかは意見が分かれるところだろう

し，選択科目についての取り組みも教師によって

意見が異なるだろう。本校の場合は，協力する先

生が多い。だから学校運営をやれる。（Ｋ）」

「いまは取り組んでいることに生徒が応えている

ので，やりがいと達成感がある。これがあるから

やれている。生徒の反応がなければ，特色づくり

をやってもしんどいばかりで，忙しくてもうやれ

ないということになるだろう。（Ｅ）」

以上のように，教育改革による多忙のなかで

も，教育活動にたいするやりがいや意欲を実感

する教師の姿が導き出される。忙しい校務分掌

のなかにやりがいが生じる要因は，校務分掌の

内容が生徒状況に対応するものであり，学校づ

くりと関連すると意識されていることにある。

学校運営に関わる校務分掌は，教科指導や生徒

指導と無関係の仕事ではなく，それらとの関連

が明確であることが，やりがいにつながる傾向

にある。したがって，校務分掌における忙しさ

は，部や委員会の活動内容が生徒状況に即した

必要性にもとづき取り組まれていると教師が実

感する場合に，やりがいのともなう多忙となっ

ている。その際に，校務分掌にかかわって生じ

る多忙を教師が継続するための要件として，同

僚との協力や連携が必要になっている。

おわりに

本稿では，公立高校教師にたいする聞き取り

調査にもとづいて，教師の多忙と多忙感を検討

してきた。まず，勤務状況との関係から教師の

多忙を確認し，実労働時間の長さや仕事量の多

さ，仕事内容の変化や増加を反映した教育活動

にたいして，教師が多忙感を表明していること

をみてきた。高校教師の多忙の特徴は，教育活

動の全般が忙しさを増すなかで，とくに教科指

導と校務分掌が多忙になっているという点にみ

られた。教科指導が忙しくなる要因は，教育課

程編成における新たな教科・科目の導入が進展

していることにある。また，校務分掌が忙しく

なる要因は，学校の特色づくりのための学校運

営に関わる仕事が増えていることにある。勤務

状況と教育活動との関係において，多忙感は単

に勤務状況を反映しているだけでなく，教育活

動のやりがいやストレスをともなった教師の実

感として現象している。多忙感だけでなくやり

がいが実感される背景には，学校の生徒状況を

根拠にそれぞれの教育活動の必要性が確認され

ていることがある。

教師の多忙は，教育改革が進展するなかで，

生徒状況へ対応した学校改革に取り組む上で，

教科指導と校務分掌が増大することによって生

じている。したがって，今日の多忙の問題性

は，教育活動の充実を圧迫する可能性を含みつ

つ，充実させるための多忙であるという側面に

みられる。このような教師の多忙に依存して，

現在の教育改革は進められている。その場合に

教育改革は，単に教師の教育活動にたいして学

外から影響し多忙を生じさせているというので

はなく，改革施策が学校改革・特色づくりへと
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具体化されることを通じて，教育活動を学内的

に規定する要因に転化することによって多忙を

発生させている。

本稿では，多忙と多忙感を分析するという場

合，多忙感の発生に着目することにより多忙実

態を解明することを試みてきた。このような実

態把握の指標を用いた理由は，教育政策が学校

現場において実施される過程に着目したかった

からである。しかしながら，教育改革と教師の

多忙との関係を論じることはできなかった。こ

の点については稿を改めて詳述したい。

注
１） 臨床教育の分野からは，教師のメンタルヘル

スに影響する問題として多忙が指摘されてい
る。教師のバーンアウトや現職死亡と多忙化と
の関係についての実態調査は，大阪教育文化セ
ンター・教師の多忙化調査研究会編『教師の多
忙感とバーンアウト─子ども・親との新しい関
係づくりをめざして』京都・法政出版，１９９６年
を参照。また，１９９８年改訂の新学習指導要領実
施以降，教育委員会・教職員組合等によって教
師の勤務実態に関する調査が頻繁に行われるよ
うになっている。２００６年には，文部科学省が４０
年ぶりの調査研究を実施する。

２） 都道府県別の高校改革の進捗状況について
は，「各県の高校改革プラン一覧」月刊高校教
育編集部編『高校改革がわかる本』学事出版，
２００６年１月，１７５-１７９頁を参照。

３） 多忙問題は，主要には教師文化研究のなかで
論じられてきた（久冨善之編『教員文化の社会
学的研究』多賀出版，１９８８年，稲垣忠彦・久冨
善之編『日本の教師文化』東京大学出版会，
１９９４年など）。そこでは，労働時間や仕事内容
などの勤務条件を問題にする議論と，日本の教
師にみられる教育活動の特性を教師文化として
問題にする議論が混在してきたため，何をもっ
て多忙実態を解明するかということが必ずしも
明確にはされてこなかった。とりわけ，教育活

動の日本的特性を明らかにする立場からは，勤
務条件の貧しさによって生じる多忙実態と教師
の多忙感とを区別する見解が提起され，教師文
化との関係において発生する多忙感に着目する
議論が展開されてきた（油布佐和子「教師の多
忙化に関する一考察」『福岡教育大学紀要』第
４４号第４分冊，１９９５年，１９７-２１０頁，藤田英典・
油布佐和子・酒井朗・秋葉昌樹「教師の仕事と
教師文化に関するエスノグラフィ的研究─その
研究枠組みと若干の実証的考察─」『東京大学
大学院教育学研究科紀要』第３５巻，１９９５年，２９-
６６頁，酒井朗「多忙問題をめぐる教師文化の今
日的様相」志水宏吉編著『教育のエスノグラフ
ィー』嵯峨野書院，１９９８年，２２３-２５０頁）。しか
し，多忙感の発生を職業文化の日本的特性から
根拠づける説明は，多忙の発生要因を教師自身
に帰着させる面があり，学校教師の教育活動を
とりまく教育政策の動向と多忙発生との関係を
与件に措くことになっている。教師が忙しくな
る要因を教師自らに求めることで，多忙発生の
メカニズムが総合的に把握されるわけではな
い。このような状況のなかで，日本の教師の勤
務状況と教育活動に変容を迫る教育政策の展開
に着目し，多忙と教育改革との関係に踏み込ん
だ考察も行われるようになっている（久冨善之
「日本の教師─今日の『教育改革』下の教師お
よび教員文化─」一橋大学研究年報『社会学研
究』４１号，２００３年，１３７-１８７頁）。なお，視角は
異なるが，教育実践と教育政策との関係に着目
し，「労働負担」を指標に教育活動の実態を明
らかにしようとする研究もある（千田忠男『現
代の労働負担』文理閣，２００３年）。

４） 調査対象の学校種別を特定するに当たり，
１９７４年に進学率が９０％を超えて以降，実質的に
は準義務制となっている高等学校の実態を把握
する必要を考慮した。大阪府立高校を対象とし
た理由は，第一に，近年の高校進学率が９７％前
後で推移し，入学者数の公私比率が７：３に設
定されている大阪府では，中卒進学者の７割を
公立高校が受け入れていること，第二に，大阪
府の高校改革においては，特色づくりと再編整
備計画が１９９９年度より段階的に実施され，高校
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の複線化を企図した学校の多様化・個性化が進
められる状況にあること，第三に，大阪府は，
従前より入試選抜にもとづいた高校の「輪切
り」が進行している地域であることによる。
調査方法は，事前に調査趣旨や質問内容等を

記した依頼書を送付し，１時間程度のインタヴ
ュー形式の聞き取りをお願いした。聞き取りの
場所は，先生方が勤務されている学内を確保し
ていただいた。聞き取りに際しては，質問項目
用紙に沿って回答をお願いし，随時口頭で詳細
を伺った。新教育課程や完全週五日制の実施，
学校の特色づくりの推進，「評価・育成システ
ム」の導入等の教育改革に伴って，仕事内容に
変化が生じているか，それぞれの学校でどのよ
うな教育活動が必要とされ，取り組まれている
のか，また，教育活動の忙しさの実態と原因，
問題点についてどのように実感しているのか，
そうした状況において教育活動をどのようにや
り続けているのか，教育活動の現状について教
えてもらうことを聞き取りの目的とした。
調査対象校は，全日制普通科高校と普通科を

新たな学科に改編した高校である。大阪府で
は，公立高校の学校間格差が明瞭にあるため，
今回の調査では，いわゆる「進学校」と従来か
ら位置づけられている高校２校（普通科，総合
学科），現在「中堅校」の高校２校（普通科総合
選択制，総合学科），「困難校」と位置づけられ
てきた高校３校（普通科，総合学科，全日制単
位制）を訪問した。学校長・教頭先生ないしは
教職員組合を通じて，各校につき１名から３名
の教諭を紹介していただいた。その際に，現任
校在籍年数が１年以上であることと，教職経験
年数が１０年以上あることを紹介の希望要件とし
た。理由は，第一に，２００２年度からの完全週五
日制の実施と０３年度からの新学習指導要領の導
入をうけて，その前後に同校に在籍している教
師は，これら改革の仕事への影響を説明するこ
とが可能であると予測したからである。第二
に，中堅・ベテランの教師は，１９９３年度の学習
指導要領改訂前後からの約１０年間の学校現場を
経験していることにより，今日の教育活動の内
容について，ある程度の時間的経過を踏まえ説

明することが可能と予測したからである。
聞き取り対象者の年齢構成は，３０代が１名，

４０代が１１名，５０代が３名，性別構成は女性が２
名，男性が１３名である。なお，『大阪の学校統
計』（２００３年度版）によると，大阪府の高校にお
ける教員（本務者）の平均年齢は４７歳，教員数
１５,３６７人に占める女性の割合は２７.３％となって
いる。教職経験年数の内訳は，５年以上１０年未
満が１名（１０年目），１５年以上２０年未満が６名，
２０年以上２５年未満が５名，２５年以上３０年未満が
３名であり，学内で部長や主任等の役職を担う
ベテラン教師が多い。現任校における勤務年数
は，１年以上２年未満が３名，２年以上５年未
満が１名，５年以上１０年未満が９名，１０年以上
２０年未満が２名であった。学級担任は，１５名中
６名である。教科担任については，必修・選択
科目を含めた専門教科のみを担当する教師が１１
名，複数教科を担当する教師が５名，専門教科
と総合学習を兼任する教師が４名であり，ま
た，学校設定科目・選択科目を担当する教師が
１０名，専門教科と総合学習と学校設定科目ない
しは選択科目を兼任する教師が２名であった。
校務分掌は，学年主任を除く１３名が各部を担当
している。委員会を担当する教師は１２名で，そ
のうち３名は，定期的な会議が未開催の委員会
所属である。

５） 大阪府条例第４号「職員の勤務時間，休日，
休暇等に関する条例」にもとづき，大阪府教育
委員会規則第１号「府立の高等専門学校，高等
学校等の職員の勤務時間，休日，休暇等に関す
る規則」において正規の勤務時間８時間，休憩
時間４５分と定められていることから，教員の在
校時間は原則８時間４５分となっている。なお，
勤務時間４時間につき１５分の休息時間を置くた
め，一日の休息時間は３０分が確保されることに
なっている。

６） 大阪府下の教職員の平均在校時間９時間４３分
のうち休憩時間は平均１７分であり，在校時間か
ら休憩時間を差し引き，家庭訪問や持ち帰り仕
事の時間を加えた平日の実労働時間は，平均１０
時間１９分となっている。高校でみると，実労働
時間が８時間以上から９時間未満は８.９％，９
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時間以上１０時間未満が３７.５％，１０時間以上１１時
間未満が，３３.５％，１１時間以上１２時間未満が
１４.５％，１２時間以上が５.５％となっている。平日
の勤務状況は，正規の休憩時間が取れないなか
で校内勤務として９時間以上の在校が常態にな
っているという特徴だけでなく，自宅への持ち
帰り仕事時間が学外勤務として加わることが常
態になっているという特徴がみられる（大阪府
教職員組合「勤務時間実態調査（２００１年４月２６
日実施）」『大阪教育』，２００１年１０月２１日，有効回
答数１１,７２１（うち高校２,９７７）名）。概ね教師の
実労働時間は長く，仕事をする場所が学内外の
双方に渡っている（国立教育政策研究所『小学
校における学級の機能変容と再生産過程に関す
る総合的研究』２００２年３月，１３頁，有効回答者
数６,６１４名，同『ホリスティックな教育改革の実
践と構造に関する総合的研究』２００３年３月，１５
頁，有効回答数５,６１０名）。

さらに，１９９０年代以降，教師の仕事時間は長
引く傾向にある。２００２年に実施された調査によ
ると，１ヶ月の超過勤務時間は，小学校で平均
８３時間２６分，中学校で９９時間４８分，高校で８６時
間４３分となっている。平日の学内超過勤務時間
は，平日１日当り平均１時間５３分となってお
り，学校に１０時間以上勤務する教師の割合は
３５.２％である。平日の持ち帰り仕事を含む学外
超過勤務時間は，平均１時間８分となってお
り，学外でも仕事をする教師の割合は８２.２％，
学内と学外を合わせた超過勤務時間は平均３時
間１３分である。土日出勤をする教師の割合は
４９.６％であり，日曜・休日の両日出勤も４０.３％
となっている。土曜の仕事時間が０時間の割合
が１２.１％であることから，土日に出勤しなくと
も自宅で持ち帰り仕事をしている現状がうかが
われる。１９９２年に平均９時間２７分であった教職
員の仕事時間は，２００２年に１１時間２分へと長時
間化した。１９９２年には学内超過勤務時間が平均
２７分，学外超過勤務時間が平均５３分であたった
ことから，超過勤務時間も延びている（全日本
教職員組合・いのちと健康専門委員会『教職員
の生活・勤務・健康実態に関する調査』２００３年
２月，２１，３７，３８頁，有効回答数１,２５２名）。ま

た，仕事の長時間化・多忙化と新教育課程・週
五日制の実施との関連が指摘されている（同・
教文局『学校五日制・学習指導要領の全国アン
ケートの報告』２００２年１１月１日，９頁，有効回
答数１６,２３９名）。

７） 大阪府下の教職員の仕事を離れての全くの休
憩時間は，０分から１５分未満の取得が６２.３％で
あり，そのうち０分が５５.８％となっている。１５
分から３０分未満が９.６％，３０分から４５分未満が
１４.６％，４５分取得が１３.５％であり，規定の休憩・
休息時間は確保されていない（大阪府教職員組
合「勤務時間実態調査」）。

８） 職員室が設置されておらず教師は教科準備室
や研究室に在中する，あるいは，英数国の主要
三教科のみによって構成される職員室があると
いうように，学内に勤務するすべての教師の机
が配置される職員室はないという高校もある。

９） 「とても忙しくなった」５５.４％，「少し忙しく
なった」３１.５％（全日本教職員組合「全国アン
ケート報告」１頁），「大変忙しい」５５％，「やや
忙しい」４２％（群馬県教育委員会「『教員のゆと
り確保』のための調査研究定量調査報告書」
２００６年３月，４頁，有効回答数２,５１６名）という
ように，多忙感については，教師の約９割が実
感していると指摘されてきた（長谷川裕「教師
たちの多忙とバーンアウト」久冨善之編『日本
の教員文化─その社会学的研究─』多賀出版，
１９９４年，２４４頁）。

１０） 教師の８割強がストレスを実感するなかで，
ストレスの要因として７割強が多忙を指摘して
いるのにたいして，人間関係における連携の難
しさや仕事の未達成感，生徒指導の困難さ，会
議や出張・書類作成の多さなど多忙以外の要因
を指摘する率はいずれも３割に満たない（全日
本教職員組合「生活・勤務・健康実態調査」
２１，２９頁）。

１１） 本調査結果から，生徒のための教育活動とい
う観念がどのように教師に形成されるのかを検
証することはできない。また，教育活動の実践
過程において，教師が子どもの発達とのかかわ
りから自らの仕事にやりがいを見出すメカニズ
ムについては，教育とは何かという問いを含め
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て今後検討していきたい課題である。献身的教
師像と多忙の関係については，久冨善之「教師
のバーンアウト（燃え尽き）と『自己犠牲』的
教師像の今日的転換」一橋大学研究年報『社会
学研究』３２号，１９９６年，３-４２頁，同「教師の生
活・文化・意識─献身的教師像の組み替えに寄
せて─」佐伯胖他編『教師像の再構築』岩波書
店，１９９８年，７３-９２頁を参照。

１２） 教師集団のあり方と多忙の発生との関係につ
いては，今後さらに考察を深めたい。「同僚性」
の観点から教師集団を類型化し，教師関係が教
育活動に与える影響を考察したものに，秋田喜
代美「実践の創造と同僚関係」佐伯胖他編『教
師像の再構築』岩波書店，１９９８年，２３９-２５５頁が
ある。

１３） 大阪府では，教職員の資質向上に関する検討
委員会が２００２年に「指導力不足当教員の資質向
上方策について─最終報告─」を提示し，同年
に「評価・育成システム」が試験的に実施さ
れ，０３年に試行実施された。

１４） 校務分掌を雑務として位置づける見解がある
（例えば，国立教育政策研究所『学級の機能変
容と再生過程』７５，７６頁，同『教育改革の実践
と構造』１０５頁）。しかし，教育改革にともなっ
て学校運営組織の見直しが推進されるなか，校
務分掌の内容や役割に変化が生じている。

１５） １９７８年の高校学習指導要領改訂によって選択
科目が導入され，１９８９年の改訂で各教科が細分
化された。１９９８年の改訂では，総合的な学習の
時間が教育課程上必置となり，普通教科として
情報が新設された。この間に，教科と必修科
目・選択科目，学校設定教科・科目が増加し，
それぞれの教師が担当する教科・科目が増える

とともに多様になってきた。
１６） 大阪府は，全国で最も高校中途退学率が高い

地域となっている（大阪府学校教育審議会「今
後の後期中等教育のあり方について（答申）」
２００２年，文部科学省「生徒指導上の諸問題の現
状について」２００６年を参照）。

１７） 高校の「輪切り」を反映して，学校毎の生徒
指導に相違が生じている実態を考察することは
今後の課題としたい。

１８） 教育活動への意欲に関する調査結果では，校
務分掌について，高校教師の４割強が「積極的
に取り組んでいる」と回答し，また同程度が
「負担に感じる」と回答しているように，実感
が二分している（全日本教職員組合「生活・勤
務・健康状態調査」３１，３２頁）。教師の多忙を
考慮すると，校務分掌はやりがいがあるが忙し
いという状況が一定割合の教師の間で生じてい
ると推測される。

１９） 学科・教育課程の改編は，学習指導要領にも
とづいて進められるだけでなく，１９９４年の文部
省による総合学科の制度化や，９９年に大阪府教
育委員会が策定した「全日制府立高等学校の特
色づくり・再編整備計画」等にもとづいて進め
られている。研究重点校に関しては，例えば
２００２年度より大阪府教育委員会が，「次代をリ
ードする人材育成研究開発重点校」として「エ
ル・ハイスクール」を指定している。文部科学
省は，２００２年度から「スーパーサイエンスハイ
スクール」，０３年度から「学力向上フロンティ
アハイスクール」等を指定した。このように，
委嘱・委託の研究学校が増えるとともに，予算
の重点配分が進展している。
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Abstract:Thepurposeofthispaperistoclarifytheintensificationofteachers’work,through

investigationofpublichighschoolteachers’workingconditions.Itisindicatedthatintensification

within the teaching profession causes‘Karoshi’,burnoutsyndrome and depression.This

intensificationischaracterizedbythefollowingpoints.Firstly,thecontentsoftheteaching

professionhavechangedandtheworkloadisincreasing.Workinghoursarelong,andvarious

activitieshavetobecrammedin.Howareteacherscarryingontheireducationalresponsibilities

insuchasituation?Inthispaper,attentionispaidtohighschoolteacherswhoarecontinuing

educationalactivitieseveryday,feelingaincreasingsenseoffulfillmentanddifficultyinworking.

Achangeisoccurringincurriculum instructionanddivisionofschooldutiesofhighschool

teacherstoday.Theeducationaladministrationpromotingeducationalreformisaskingteachersto

tryharderandworkmorebusily,inordertoimproveeducation.
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